
 

第 10 回 「まちの活性化・都市デザイン競技」の結果概要 
 
主  催：まちづくり月間実行委員会、財団法人都市づくりパブリックデザインセンター 

後  援：国土交通省、埼玉県、春日部市 

事務局：財団法人都市づくりパブリックデザインセンター 

   

■趣  旨 

これからのまちづくりにおいては、そこに生活し活動し

ていることの豊かさが実感でき、誇りのもてる優れた景観

を備えた環境整備が重要になっています。 

現代の活動にふさわしい新たな都市景観の形成には、ま

ちの歴史や環境に配慮しながら、その都市固有の品格を備

えた洗練された表現と演出が求められ、その魅力が都市に

活力を呼び戻し、新たな賑わいを伴って、まち全体が活性

化していくことが期待されます。 

こうしたまちづくりの基本的課題を踏まえ、本「まちの

活性化・都市デザイン競技」は、地域にふさわしい整備構

想とまちのデザインについて広く一般から提案を募り、ま

ちづくりに対する国民の関心を高めるとともに、活力ある

美しい景観を備えたまちづくりの実現に寄与することを

目的として、平成 10 年度より毎年実施しており、今回で

第 10 回目を数えます。 

 

■対象地区 

対象地区は、「春日部市中心市街地」（約 87ha）とし、「街

なかに春日部市民や来街者の多彩な交流を演出する“劇場

都市かすかべ”を創る」をテーマに設定しました。 

対象地区の計画条件図 

 

■募集内容 

１．対象地区の現況と課題 

古くから日光街道の第四の宿場町であり、交通の要衝と

して栄えてきた春日部市の都心部は、その後も埼玉県東部

地域の商業・業務の中心都市として人口の増加と都市機能

の集積等により発展してきましたが、近年は春日部駅東口

周辺地区を中心として、大型商業施設の撤退、空き店舗の

増加などにより、商業等の衰退・空洞化が進行している状

況にあります。加えて、東武伊勢崎線と野田線により市街

地が東西に分断され、交通の流れを妨げていると同時に、

市街地の均衡ある発展に大きな障害となっており、当該地

区の総合的・一体的な整備が急務となっています。 

 

２．対象地区に関する春日部市の方針 

春日部市では、こうした課題に応えるため、「春日部市

中心市街地活性化基本計画」を平成 15 年 3 月に策定し、

中心市街地について次のような整備方針を掲げています。 

すなわち、街なかに春日部市民や来街者の多彩な交流を

演出する舞台「劇場都市かすかべ」を創ることを活性化の

理念・目標とし、連続立体交差事業と連携した骨格道路網

の強化と、商業・文化等の４つの都市拠点の整備によって、

東西市街地の一体化、回遊性の向上、賑わいの創出を図る。 

 

３．提案募集の内容 

上記の現況・課題及び春日部市の整備方針を踏まえ、当

該地区の全体イメージ、土地利用計画、まちなみ・景観の

デザイン、並びにこれらを実現するための方策などについ

て、考え方とデザインを募集したものです。特に下記の２

つの項目について様々なアイデアの提案を求めました。 

① 春日部駅周辺ゾーンの将来像 

春日部市の玄関口の顔づくりとして、連続立体交差事

業を前提とした駅周辺ゾーンの将来像の提案 

・駅前広場の機能再編と鉄道高架下連絡自由通路のあり方

とデザイン 

・将来像にふさわしい顔としての駅舎のデザイン 

・駅周辺ゾーンにふさわしい土地利用、交通計画、街並み

デザイン 

② 賑わい・アメニティ空間づくり 

春日部市中心市街地の賑わい・アメニティ空間づくりの

提案 
・大落古利根川の水辺環境と沿道を含めた憩いの空間デザ

イン 
・商店街をはじめ、まちなかの賑わいづくり 
・歩行者のための回遊ネットワークと空間デザイン 
 
４．応募図書 

上記の募集内容に即して、各種計画図、デザインイメ

ージ図、コンセプトなどを A1 サイズのパネル２枚に表現



 

したものと、提案の要旨を A4 サイズ１枚にまとめたもの

を応募図書として提出を求めました。 

 

■スケジュール 

応募登録 平成 19年 10月 1日（月）～11月 16日（金） 

作品提出 平成 20年 2月 18日（月）～ 2月 29日（金） 

審  査 平成 20 年 4 月 4 日（金） 

表  彰 平成 20 年 6 月 25 日（国土交通大臣賞） 

 平成 20 年 7 月 11 日（その他の賞） 

 

■応募件数・応募者の属性 

事前の応募登録数が 106 グループあり、最終的に提出さ

れた応募作品数は 44 でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■審査委員会及び結果 

１．審査委員会 

委員長    西 村 幸 夫    東京大学教授 

委 員    石 川 幹 子 東京大学教授 

加 藤  源 都市プランナー 

岸 井 隆 幸 日本大学教授 

北 山 孝 雄 総合プロデューサー  

藤 本 昌 也 建築家 

森 野 美 徳 都市ジャーナリスト 

松 田 秀 夫 国土交通省市街地整備課長 

田中   護  埼玉県都市整備部長 

間仁田幸雄 共栄大学教授 

石 川 良 三 春日部市長 

２．審査結果 

審査委員会での審査の結果、下記の入賞作品が選定され

ました。 

※春日部市長特別賞は春日部市により選定されました。 

 

○国土交通大臣賞 ···············賞状及び賞金 70 万円 

川崎泰之ほか 12 名（大成建設㈱設計本部） 

○まちづくり月間実行委員会会長賞 

···········賞状及び賞金 30 万円 

川岸梅和ほか３名（日本大学生産工学部建築工学科） 

○（財）都市づくりパブリックデザインセンター会長賞 

···········賞状及び賞金 20 万円 

内山隆史ほか２名（㈱日建設計） 

○奨励賞 2 点················各賞状及び賞金 10 万円 

三島由樹ほか１名（ランドスケープアーキテクト） 

爲房伸二ほか９名（戸田建設・東急建設－設計若手ＪＶ） 

○春日部市長特別賞（金賞）１点 

···· 賞状･記念品及び賞金 10 万円 

小林正美ほか７名（明治大学理工学部建築学科） 

○春日部市長特別賞（銀賞）１点 

···· 賞状･記念品及び賞金 5万円 

原 敏彦ほか２名（鹿島建設㈱関東支店東部営業所ほ

か） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
審査委員会の様子 

 

■入賞作品の概要 

入賞作品の概要は以下の通りです。なお本競技の内容及

び入賞作品の詳細については、事務局である（財）都市づ

くりパブリックデザインセンターのホームページをご覧

ください。 

http://www.udc.or.jp 
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中国、四国、 
九州, 4 

北海道、東北, 
1

春日部市, 5

千葉県, 5

埼玉県（春日部 
市を除く）, 3 

東京都, 22

その他関東, 1 
応募総数

４４件

 

学生, 11 

設計事務所・ 
ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ, 16 

建設会社, 4 

大学関係, 9

その他, 4 
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４４件



国土交通大臣賞 

■コンセプト：「結」yui 

〇人と自然と歴史が織り成すサスティナブルコミュニティ 

■応募者：川崎泰之  ほか 12 名 

（大成建設㈱設計本部） 

■主な提案 

(1)都市と自然を結う  ：水と密接に関わってきた春日部の歴史を象徴する古利根川には、都市と自然の接点として親水利

用と生態系保全とのバランスのとれた水辺空間を創出する。 

(2)歴史と未来を結う  ：まちなか居住に加えて、伝統工芸とアートを融合させた「匠ビレッジ」をつくり、若者に伝統工

芸を継承し春日部のクリエイティブな都市文化として発信していく。 

(3)駅の東西を結う    ：鉄道で分断されていた道路ネットワークを接続し、公共交通とマイカーの流れを再編することに

より東西市街地の一体化を図る。また高架下の歩行者モールや駅周辺の歩車共存モールを整備して、歩行者と自転車に

優しい歩いて楽しい街路空間とする。 

(4)人と人を結う      ：多世代の多様な市民が集まるコミュニティ施設を、交通利便性の高い駅周辺に配置する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

■審査講評 

旧街道、古利根川を含めて、全体にバランスのと

れた提案がしてあり、結いという概念でうまくま

とめていることが高く評価できる。公共交通が駅

の南北に貫通している点には議論があったが、新

しい駅前の考え方を示しているとも言える。駅に

つながるモールのデザインにもう一つ工夫が望ま

れる。 

 



まちづくり月間実行委員会会長賞 

■コンセプト：共に生きる・活きる暮らし 

〇まちなかに賑わいを創出するコミュニティスクールと回遊空間 

■応募者：川岸梅和  ほか３名 

（日本大学生産工学部建築工学科） 

■主な提案 

本計画は、従来の「人」・「活動」・「空間」・「時間」が分離・分化・他律化した「個別分断現象」を結び、繋ぎ、自律化

した「相互浸透関係」を持つ情況づくりを行うと共に、生活支援、交流支援、文化支援、教（共）育支援、環境共生支

援、業務支援等のプログラムより生み出され『コミュニティスクール』（誰でも先生〔演者〕になり誰でも生徒〔観客〕

になり学習し合える）と呼ばれる生活・コミュニティ空間を街区空間の結節点と鉄道高架下に適正配置すると共に、『都

心居住』、『コンバージョン』、『まちのタカラの再生』、『まちの顔づくり』を行う。更に、昔の地域社会が有していた良

好な機能と関係性を回復し、固有の地域特性を生かし、人々が行う種々の活動から紡ぎ出される「質の高い空間形成」「活

力ある拠点形成」「美しいまちなみ形成」こそが、物的・質的に喪失した生活空間や近隣コミュニティの貧しい現状を乗

り越え、まちづくり・まち育ての目指す姿『劇場都市かすかべー共に生きる・活きる暮らし』と考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

■審査講評 

21 世紀の共に生きる街の姿として、コミュニティ

の様々な Activity に対する詳細なプログラム、ア

イデアが豊富に提案されており、人の見える、き

め細かく優しい計画となっていることが高く評価

できる。ただし、駅の空間（駅舎の平面、立面、

高架下利用、中 2 階のデザイン）については更に

工夫が必要である。 

 



（財）都市づくりパブリックデザインセンター会長賞 

■コンセプト：風通織（ふうつうおり） 

〇やがて春日部のまちは、人々の賑わいの空気が風となって軽やか

に流れる色彩豊かな織物となる 

■応募者：内山隆史  ほか２名 

（㈱日建設計） 

■主な提案 

(1)街に縦糸をとおす、高架下空間のデザイン  ：高架下に東西市街地を結ぶ路地を多数整備するほか、フットサルコート

やライブラリー＋カフェなどの市民の活動の場を設置する。 

(2)劇場都市かすかべを牽引する、駅前空間のデザイン  ：駅前広場ではウッドデッキや緑のマウンドなど、市民の多様な

活動を可能とする柔軟なデザインとする。 

(3)駅前空間と連携する歩行者モールのデザイン  ：西口駅前広場から街の両翼に広がる歩行者モールを、駅前広場とダイ

ナミックに一体化する。 

(4)春日部の魅力を再発掘する歴史色商店街のデザイン  ：宿場町の活気を支えてきた蔵や建物が残る貴重な道を、歩行者

の糸に位置付け、春日部市民に愛される商店街として再生する。 

(5)街の輪郭を縁どる大落古利根川のデザイン  ：街で自然を感じられる関係性を生み出し、街に風を送り込む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■審査講評 

比較的オーソドックスな案であるが、駅部のデザ

インが優れており、南北自由通路のパースが雰囲

気を良くあらわしている。駅前広場、駅舎ホーム

のデザインが軽やかで好感が持て、また高架下空

間のレベル処理や、配色、イメージがはっきりと

提示されている点が評価できる。駅の周辺につい

てもう少し提案が欲しかった。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

奨    励    賞 

■コンセプト：水にそそぐまち ■応募者：三島由樹  ほか１名 

（ランドスケープアーキテクト） 

■主な提案 

・大落古利根川をまちの中心に据え、中心市街地には、古利根川の“微小流域圏”として、水と緑のネットワークを創り

出し、まち自体が一つの環境浄化インフラとして機能する「水にそそぐまち」を提案する。 

・具体的には、中心市街地の枠組みの再考、すなわち中心市街地の軸を現在の駅から大落古利根川へと移動することから

始まる。すると、現代的な商業地区（西口）、江戸の宿場街（東口）、そして新たに倉松地区の田園風景を含んだ、春日

部のゆとりある新しい風景の枠組みが見えてくる。この枠組みを一つのシステムとして統合するために、６つの主要プ

ロジェクトを提案する。 

・これらの統合された水と緑のネットワークが、水にそそぐまちの骨格となり、新たなまちの風景に命を吹き込んでいく。

■審査講評 

古利根川を舟運で栄えたかつてのように再び春日

部の中心に据えるというユニークな案であり、春

日部の将来像に一石を投じた案として評価でき

る。ただし本競技で必須の応募要件とした春日部

駅周辺ゾーンの将来像（鉄道高架を前提とした駅

前広場、駅舎のデザイン等）について全く提案が

なされておらず、この点で本来は選外とすべきも

のであるが、上記のような卓抜な発想を評価して

奨励賞としたものである。 



 
 
 
 
 
 
 

奨    励    賞 

■コンセプト：私が演じるまち・かすかべ 

〇まちそのものが「舞台」  住民は演じ手であり観客でもある「主役」

■応募者：爲房伸二（東急）  ほか９名 

（戸田建設・東急建設－設計若手ＪＶ） 

■主な提案 

まちの中心である駅を起点に、通りのポテンシャルを活かしながら、まち全体をつなげる整備とその仕組みを提案する。

(1)主役（住民）のための舞台（まち全体）の整備 

・駅周辺の整備  ：自然と人々が集まる大きな森の広場として整備する。 

・通りの整備  ：それぞれの場所性を活かして、「歩行者優先」「歩車共存」「車優先」を設定し、特徴のある通りとする。

(2)まち全体をつなげるしくみ 

・かすかべ BOX  ：高架下に箱状の空間（BOX）を設ける。まちを段階的に成長させていく起爆剤であり、まちに点在する

様々な要素を繋ぐ役割を果す。 

・スイッチステーション  ：通過交通を抑制するための交通の切替場所としてスイッチステーションを設ける。駐車場の

他に、公園＋α（場所性）の要素を盛り込むことで、様々な表情が生まれ、まちを彩る拠点となる。 

■審査講評 

駅と駅前を森のようにすることは一つの提案だと

思うが、駅前広場の交通動線処理が完全に解決し

ていない点が惜しまれる。また、高架構造物にス

リットを入れて自然光や樹木を挿入して、開放的

な高架下空間を生み出そうとする考え方はユニー

クであり評価できる。ただし本競技の与件とした

高架構造物の平面幅員（現況幅と同じとする）で

かつ必要な線路本数、ホーム数を確保する中で、

提案のような幅のスリットが可能かについては、

詳細検討が必要であり、この点についてやや疑問

が呈された。 



 
 
 

春日部市長特別賞（金賞） 

■コンセプト：共環する都市・春日部 

〇サスティナブルシティを目指して 

■応募者：小林正美  ほか７名 

（明治大学理工学部建築学科） 

■主な提案 

(1)先進的サスティナブル･コミュニティの創造 

大落古利根川を中心とした自然との共生、代替交通としての自転車交通網の整備や代替エネルギーの積極的利用による

エミッション・フリーを目指した先進的なエコ・シティの建設を目指す。 

(2)人にやさしく愛着の持てるまちづくり 

防犯、交通安全、バリアフリー、健康をキーワードとした人にやさしいまちづくりを目指す。 

(3)自立型郊外“核”都市－ドラマティックシティ（劇場都市）への展開 

さいたま新都心に次ぐ東武線沿線諸都市の核となる自立型郊外都市を目指し、業務、商業、居住、レクリエーション、

エンターテイメントの５つの核の形成と連携を目指す。 

■審査講評 

中心市街地を５つのゾーンに分けて、サスティナ

ブル・シティという概念でまとめ、全体としてバ

ランスのとれた先進的な提案であり高く評価でき

る。地区交通計画、駅前広場や駅舎のデザインに

加え、ドラマチックシティの中心としての駅前劇

場やランドマークとしての春日部タワーの提案は

面白い。また、古利根川のリバーサイドの整備の

アイデアも優れている。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

春日部市長特別賞（銀賞） 

■コンセプト：歴史と未来をつなぐ・時の輪 

－劇場都市かすかべ－ 

■応募者：原 敏彦  ほか２名 

（鹿島建設（株）関東支店東部営業所ほか）

■主な提案 

〈賑わいとアメニティの創出〉 

・東口は「歴史や伝統文化を再現し継承するまち」として、西口は「未来を環境共生を先駆けて実現するまち」「子育てに

適なまち」としての発展を目指す。 

・大落古利根川と豊武川に親水空間を整備し、また東西シンボル軸の幅広い歩道には豊かな緑とせせらぎを整備する。 

・歩行者優先道路と沿道ポケットパークの整備により線形広場というべき回遊網を形成する。 

・旧日光街道商業エリアに「歴史的景観再生ゾーン」を、これに隣接して「匠育成ゾーン」を、また西口に「起業家育成

ゾーン」を設ける。 

〈駅周辺ゾーンのデザイン〉 

・駅前広場は高架下も含めて一体的に整備し、交通処理機能のほか市民広場、緑化公園、せせらぎなどを設ける。 

・高架下には駅交通関連施設、市民ニーズの高い施設群を配置し、プラットホーム上屋には、シンボル軸と高架の交点上

に、広域的ランドマーク及び情報発信機能を備えた「リング」を配置する。 

■審査講評 

歴史と未来をつなぐ時の輪というコンセプトで、

東口と西口それぞれの特性を生かし、地域の文

化・伝統に配慮した、全体にバランスのとれた提

案で評価できる。駅前広場につながる高架下に市

民広場を設け、駅舎のデザインの日時計等は好感

が持てる。駅前広場や駅周辺の歩行者を含めた交

通計画の提案は面白い。 
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